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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　醤

　　　綬精卿沙い事は翫E蹴腫要な櫻緬ある．伽ξ繍細数であっても召く受精卵
　　ル合が多い滑ふ機な鵬li鱒つ嘱る腋があつたの一e、伽ε之が防帥鰍の方法が考究

　　されナこ・しかし懲工餉灘れたil囎は霊魏、蝋誠I」・蛾謀は酬後鯛壁の儒簸境が不受

　　糊勘轍蜘何なる影響を鰍や嚇酬つて、姐・可なる原因によつて・繍号卵洲鰍する

　　のであるかざ需ふ根本問題には燗れて厨ない。而して今日迄の石fl：究を見るS、不受精卵を・」曾加

　　する原困（環境）は一にして止らないが、卵の礁出後の或る時期に於ける保護濫1度の高低は、其

　　の勧なる一原因をな鋼聯憤…かである．勘」ち離・）毎胴こは搬が高くなるに從つ・噺しく

　　不愛斗青垣回を」曾加1する。

　　　瀦跣づこ鯛題（綬精9凹輔加させる根勧姻）欄明せん欄に、酬後σ）或る　糊

　　に卵を献（104°F）に接lialして・こ畷境が卵風椰驚及び糊亥に如何なる脚裂1（高濫に塁け

　　る反慮）を及ぼずやを検した。この揚合｝こ用ひた灘は常時に1ま殆覗られないものであるが、

　　特にこの如縞恥選んだのは・∬吻固定の㈱1鰻彬【」ミ綬糊鋳タ襯上で｛姪く剛1

　　出來ない時であつたから・圃遡陣｝こなるべく多くの・綬榊を得ナ、い澹ふ考へε（叉この

　　湘度より低い時でも・不受精卯を生ずる卿刈は竜鳥らくWW　一一のものであらうε推定した）s　54＿一

　　方に於Cはこの離11湘？旨鍬の・tリブ・イ鷹（橋本1933、イ燃1937）、聯腔痴轍、或は

　　雄膿灘（橋本IL・9・・3・1）を生ぜしめるのであるから、この揚合の卯核のそ働舳併せ考究せん

　　ミ企てナ・からである（燃1942、高撒郷卵の糊幽1勺研究1）。本女に於ては・概＊碑鯛加

　1する事に關係ある事項を選んで記載する事にする。

尉　　　　　　　　　　材料及び方法
　　　本研究の記載には・専2♀ε黒縞木下村♂及び黒縞下木村♀ご諸利i褐圓斑♂の一代目卵ε日

　107の卯を材料εして用ひた。この内前2者は1に述ぺたものS全く同じものであるから、之

　　に關する記載を省略する（L材料及び方法蓼照）。而して日107は高温から取り出す迄の卯の

　取り扱ひ方は專2♀x黒縞下木村♂及び黒縞下木村♀x諸桂褐圓斑♂一代目卯の揚合ε金く同

　様であるが・高濃から取り出して80°Fに2時30分を置いて固定されたものである。從つて日

　107の最早騰出卵及び最晩薦娼卵が固定さるる迄の維遇時閥は夫．々290分及び230分εなるの

　　である。

　　卯の固定・切載、或は染色笹に蘭しても、亦1の揚合ε同様である。これ等の高濃腱理卵に
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　　　1

は、潰卵v或は不受精卵が非常に多く生じたが、其内坐活卵からはbかなり多くのポリプロイ

ド個艘b｝霞性生殖獄、或は雄核磯育駕ε考へられるものが得られた。猫高温から取e）出す窺の

桝料の取り扱ひ方は金部岡様であるから、以下文申には1の揚合ε同様に，ナい号品穣名ミ高漁

から取の出して直ちに固定；iか、叉は8⑪゜Fに1時匿K叉は錦寺間30分）保護して圃定したε簡

箪に記する箏にしナこ。

　　　　　　　　　　　　　　　實　駐　結　果

　實鹸結果な蓮べるに先ナごちて一一嘗しτ罎由度い購は、高灘に鋤する卯核、樋艦、或は精核の

反慮は、同一・蛾瞳で圃一鵬理のものでも・一綴ではなくて、種々襟々であつた。こNでは記載の

便利上i戚熟分裂の抑腿遅滞、lll卵核の劫1壌、罰丁卵核の逆行、　I　Y受ll彗現象の抑継蝿滞、　V＊iti核

のみ槻察されたもの、、正卯る亥、極膿及び精咳の高澁に鋤する懇受度、、覧不受精卵増゜加の1燐因等
　　　　　　　　　　が　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

に霞別して述べる蕩にする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　．［・成熱分裂の抑歴i遅瀞　　　　　　　　　　　“

　　　　威熟分裂の抑腰：罎｝｝1㌻ごは、戒熟分裂が完趣して腸らY．）　1）のを諮ふ（］li常の揚含では既に発魑

　　　して相當渡育が雌で屠る階期で鹿）るのに）。即ち未だハプロイド卵骸が形成されてゐないで、

　　　卵内には第1欄｛1凱節2」卵厭細胞核及び精核を持って膚るものである。この種のものを観禦し

　　　た事は妙くなかった。胡料は黒縞下木村♀x諸縫褐圓斑＄の卵を麗灘から取り出して、直ちに

　　　圃定したものである。今其の2、3に就て越・認て見る。其の1はf嶋1に示す様に卵の一角に内

　　　外2箇の紡錘（中期）が卵の表lrllに鮒して直∫町に横はり、晦して附奮のr｛：1　fMにはヘンキング氏の

　　　所謂ディロイドがあつて、其の駅態t；：　」｝三常の揚合の巌出後30分内外を維樋しナ卵のも0）ε同

　　　襟である（佐藤1926、f底10）。2簡の紡錘の内で外側のものは第1極臓であつて、内側のもの

　　　は第2卵障細胞核である翻よ誘ふ趨もない。又こあ卵は精孔の内方に1箇の染魚質塊状の核

　　　（著しくないが星綜款物を奮ずる）を持つて贋た、これは精核であるこ蔦明かである。如何Sな

　　　れば、この卵は未だ成熟分裂を終へ劇・ものであるから。第物卵は極騰放ewitsにfig・2・唄こ

　　　見る如き1箇の染色質塊｝伏咳を筍し、而して肇醇内端にはfig・　2　b、の娘くに卵表に封して薩働に

゜　横はる1紡鰍・欄）鱒ケ〔朧。瀦は獅獺であつて、後者は第蹴錘である。この卵

　　　にも亦糊ゆ醐に敷箇の染練ユ鰍の1鰍が螺された・脚眺のは鋼呪の銀蜀で
　　　あつて駄第1極艘は卵表に那行なる中期にして、第覇醐：細胞嫉は算盈色貿塊釈であった（f噛翫

　　　a，b．）。この卵も精孔の内側附近に染色質塊状の精核を持って屠た。其他に第1極燈及び第2

　　　擁供に醐）鮪するもの働つて、卵内の撒繭雌育（鱒働レてゐるもの（撫
　量
　　　1942r。£ig．11．　a．　b．　e．）、」又楓騰故田部は黒化して贋て第．1極艦はよく判トらないが・第2紡錘が

　　　中期にして卵内の精核が蛮育を逸げて居たもの等が観寮された。猫勧‘料は岡じく黒縞下木村♀

　　　×譜桂禍圓斑♂の卵であるが、卵の取扱ひ方が異つたもの、郵ち高源から取り出して80“Fに1

　　　時間置いて離し鵡のに於で、第1極騰ξ蠣銅伏に総れ燥色質塊状穣であつて、第2紡錘

　　　は資g．4に示した襟に後期のものがあつtc　。’この紡錘の外鮒の染色騰群は第2極騰であって、

　　　典の内側のものはハプロイド卵核である。この卵も染色質塊状の精核を脊して腸た。叉他の1

　　　卵e＊　f］9．5．a・b．に示す襟1；1箇の大胞状睡艦ε原膨質帯の5桂端に1箇の大なる染包質塊状核を

　　　宿するものであつた。雷ふ叢もなく之は第1極騰ε第2卵鳳細胞嫉である。久極髄放出部の卵

　　　表の近くに喉一つの爽勲な紡錘を有して、卵内の精嫉が搬育して履るもop．　S観察された（佐

　　　藤19421、fi呂，12．　a．　b．）　　　　　　　　、

　　　　こ・に使用した材料卵の薩働よりi葛醗に擾胴される趨の経過時間は、長きは8⑪分、短嚢は

」・　　20分である。之は卵核の援脊から兇るε繭者（最も早壷塵出卵ンは第2成熟分製を終へて、雌

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　k
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　　鵬骸は卵内騰行・季・の頃のものであり、後猟最も煙免く灘脚柳）臨に獅灘轟分裂A，V

・終へて・内外の紡鋤欄立し瀕1こ當る（佐藤1926壬ig・．　a　10。15。16）。　elJち卵の｛館が．1二｝1己・）

　　程慶及び其の中間のものが高温に接鰯せしあられたこSになる。而して高温に茸寺間接鯛せら

　　れたのであるから、高温から取り出して直ちに固定したものの騰卵から圃定窺の縄過時間はtS

　　最も晩曲産出卵では80分をb最もll塘灘驕卵は140分を纏過して厨る。瀧常の揚合では齪拙

　　後80分頃には雌’臨ξ1難卵内にstsa沖で（佐藤1916　fig・．15．16），　N　120分頃には受＊，ゆ櫛

　　頃V“1？る（佐藤19％f霊9・22・23・）。踏しも高濫が卵の嚢育に影響を與へないで正常の獲脊を瀧げ

　　しめるならばi既に塵禺後8し）～堺0分を継過して居るのであるから、高温に掻鵬した卵に於て

　　も、ハブ｝rイド卵嫉の叢1行pliのものから受精に到る窺のものを掘察しなければならぬ警であ

　　る。殊に高混から取り患して却寺間後に固定されkものは既に140～2（）O分を繧過して屠るか

　　ら・其の獲育は猫一暦遽んで腓らなければならぬ（正常の揚合では薦鵬後180分頃には卵内に・

　　弓～9筒の割球を生ずる。佐藤1926）e然るに上述の如くに卵懐の状態は、廃出後30分位な綿

1過した正常卵の獲育程度に過ぎない。これから兇るε上記状態のものは比較的遅く騰繊された
t

　卵（敗蛾前10～20分頃の産田卵）から響られた島のである。脚ち牧蛾前10～20分頃に産出され

　　た卵が高盗に棲燗されるε其の影響によつて、卵骸の畿育が抑渥霧遅滞せしめられたものであ

　　る。｛象需すれば高温の卵核に及ぼす影響（作用）は粗當込遽であつて、高温の作用が卵核にゐ之ぶ

　　ε殆ん訓藍ちに卵骸の機育を抑謄するものざ考へられる。

　　　　　　　　　　’　　ll・　’卵核の崩嬢　　．

　　紐料は專繋x鐸縞下木1寸♂の卵を高濫から取りtii｝して80脚に職欄談いて固定し顕もの

　である。この内に卵嫉が崩壌して贋つた個慨も比較酌多く観察された。其の小の1はffg「6．　a，

　に晃る様に2簡以上の胞状樋艦を有して厨つて，成熟分裂を完趣した鵬を示し、澗して其の卵

　核はfig．β．　b。に見る様に極艘放出部の内端で敷箇の鞭色質塊に破壌して屠つf。猫この卵は精

　孔の内部附近に3箇の胞1伏構核を鵜し、典の内の1はfig．6・c．に示す撰に精孔ざ1細縣懸物で

　連絡して屠？ナこ。他の1は2箇の極艦を腐し、其の1　e：　fig，7．　a．に示す様に中期象であった、

　　これは第1極燈の分裂である。蒲して他の1極臓は胞状核であつTc。この卵の卵核はfig、　7．　b．

　の如く極騰放出部の内端に於て（連綴切片に於ては蟻形質の帯流があつて極鯉放出部電の蓮絡

　を明かに示す。）、鍬箇の染色質塊に破壌し」其の染色力は弱ぐなつて居つナ。この卵には2簡

　の精稼（染色質塊状）が齪察されたが、卵核よりも織かに内部に蓮行して居つた。其他の卵に於

　ても卵核の退化現象は領當多く槻察された。高温の影響が迅蓮に卵核に及ぶこsEから考へる

　凱以上のものは第2成熟分裂が終へた頃、鄙ち騰幽されてから70分内外を経過した頃に高
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r1　、濫に擦綱され）cものから、得られたものである。

　，　　1　　　、　　’縣卵核の蓮行現象　
　このものは卵の楓艦放出部に核を持つて贋るが、其他の部位には卵骸は無くして唯精核のみを

　持っぐ居るものである。即ち卵核が極艘放鵬部の方へ逆行して極膿ε一緒になつたのである。

　’斯くの如き種類も比較的澤田槻察された。極艘の黙態s或は其の数は種々であるが、脅其の2，

　　3に就いてi述べて見る覇次の如ぐである。其の1は難9．8，a、b．を示す模に少くεも4箇の胞｝伏

　極膿（1切片には3箇、他の1靭片上のものは亜鈴状に縦れて、其の境目には核膜を有す）を

　有し、而しでその精核は3箇εも胞状にして、中2箇は精孔の内側で卵の表面に近く横はりb

　他の1箇は稽々内方に位した』他の1卵は造騒9．に示す姐くに少くざも5箇以上の胞状極髄を

　禽し（3連綾切片上に現れ其の婁燃夫々5簡、4箇及び3箇）、」又精孔の稽々内方に1箇の胞賦の

　精核を持つて居た。叉他の1卵は右＆10．に見る檬に其の極艦は染色質塊｝伏核であつTiptの1　　’
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　　は大まく、他のものは2分せんt7して贋つた。この卵では精｛裟は1箇にして染色質塊状をなし・

　　精孔の直ぐ内都に位した。叉他の1．卵は資9．11・a・b・に示す様に2箇の大壷な胞状樋縦匿を・腐し・．

　　而して2箇の精骸も亦胞状であつてb而して其の中の1はfig・11・c・に見る様に糖孔NS精核ミ

　　の間に恕1綜状物の蓮絡があつた。上に言己した外にこの種の卵（卵核の逆行）はかなり多く畿見さ

　　れたが、何れも卵の内部には伽卵咳に起因しナこ核は無く・　1li霞精核のみを橋つて屑た。以上の

　　中、第1の極膿放出部に4箇の核を有すゐものはbハプロイド卵核が卵の内部に進行する代e）

　　に、纐難放禺部に滋行して3箇の極膿ε合してdi箇5なつたものでありv久塘2の5箇以上を・

　　符したものは卵核が逆行して卵嫉ε樋騰（或は棚髄ε考魏膿）εが融合して・更に分割増殖したも

　　のであり（イ～盤扉縛1926figs．28～35）、更に第3の大染色質塊状核は第2卵母細胞核がこのま・分

　　裂せずに卵表に進行したものである。而して最後の2大胞状極髄を衡するものはレ其の1嬬ぶ

　　分裂の第1極騰で、他のものは同じく不分裂の第2卵母細胞核の逆行によつて生じたものS考

　　へる。猫この材料は專鮮×顯聾下木村♂の卵で高澗獺後8⑪゜凱こ1時闘入れて後固窟した

　　ものてある。　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　IV，　愛精現象の抑慶遅滞

　　　離櫨灘卵に於ては麟剛均堪離滞曙♂雪べ胡豫粒ヒ較的多く槻錨れfこ。舷に就て見

　　麗触工2．轍びfig．　re3，　・，1・，に獅様に、前都耀iの極髄（2簡は染色質1燃核・1箇は砲

　　｝伏嫉）な膚し、後潜は大小2箇の胞」［犬楓照（aは不分裂の第1極騰、bは第2極髄）を持つて居

　　る。而してその卵嫉は夫々fig，12，　b．及び塊ほ3，　C．に示す様に，蜘こ極髄放出剖頒形質から離

　　れて柏當卵内に深く進入して贋つた。この卵嫉はハプロイドである墨は明かである。更に母等

　　の卵は精孔の内方に夫々2箇及び1簡の明かなる胞状精懐を有したが、精嬢ε卵腰の閻1こは掘

　　當の距離があつて、禽・の極鮪1課へられない・以．隅僧i卵の州こ3簡の胞｝踊｛獲ご職鮪

’して彫が、、精擬鮒駕・な嚇㈱臓翻醐察さ2・t・（佐1掲§19i2互fig，5、）・

　　　材料は噸に拠焔の調じものであつて（羅2♀・　㈱下塗村♂の卵♪・離1から取blts

　　して80°Fに1時間置いて圃窟したものであるから、最も晩い産繊卵でも圃定された窺には1鱒

　　分を繹過し、而して最も早い庫出卵は200分を織過し｝Cゐる、之を正常に保護され弛夢助獲育

　　s比較する曙し訓腱がある・uロち・離の搬で畷椒纏餅菱120頒に働（働脚25
　　figs．22．23．）、而して180分頃には3～9箇の割球が生成されるのである。然るに高温慮理卵の画

h．最樋く劇さ纏卿も・4Q分を騨し珊るの働るのに・雌鵬ξ番鰍ぴ雄鵬骸鵬ほ
’　　選く離れて居てs受精は超つて暦らないのである。この現象は高温が卵嫉及び精核の行動な抑

　　臨誠醸噸動な1賜す酬・騨すゐのである・ITIi・L・てこの鱒も蝋酬後80～9°
　　分を経過してノ、プロイド卵懐が卵内に遽入中の隠朋に、高温に接鰯された卵から得られナζもの

　　であるざ考へるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　　　　　　　　　　　ト’　　　平　精該のみ観察謬れたもの

　　　これは卵懐、或は極脅豊が退化崩壌iしτ其の原形を認める事が出來ないものであってM卵内に

　　は喉精核のみが槻察されたものである。この種の卵も比較的多くあつた。材料は轟2♀X黒縞

　　下木村♂iの卵及び日107の卵にして、前者は高温から取り出してから80°Fに1階腿置いて

　　圃建し、、後脅は80°Fに2隠間傘置いて固定したものである。この種の卵の棚艘放撮部の状態、

　　k或は精該の数、Nは其の題態は個膿によつて根異はあつナこが、今代表飽のものに就て蓮ぺて見

　　　るN：：ftの如くである。其の1では極髄放出部は比較白勺明かであつたが、その内部や附近（殊に

　　極膿放出部の内端附近）には多数のlj・黒ノ紅懐の破壊物〉が散在して｝S　t　，禰して卵の何慮にも

　　卵骸に幽來する慮の骸は観察kSれなかつプ；o精孔の直内附近には顯著なる屈懸状物を有する1
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　　　　側の胞状の精核があった（佐藤19421F嶋7。劉｛｛OQ他あものでは樋鰹放出部及び其の附近の

　　　　駅態は前藩ε同機にして、月．つ卵の何威にも精｛度以外には核が無かつたが、精嫉はF五9．姑a．

　　　　に見る機に染色質塊状（4箇）であって、皆lill輝不顯著であるが墨綜1伏物を荷して屠つたQ猫b

　　　、その蓬綾切片．ヒにも数箇の精践が現はれたが、其の中の1箇には避g。14．1），に見る様に1木の

　　　　細綱物があつτ糊に轡吝し曙醐1に見えた・これ舗1牒な糠は胱に蓮敵襟に、tttlの
　　　卵に於ても観察された（Fig．6．α及び．F三g．　ll．c・）が、この綜状物は精核が卵内に瀧入した経路

　　　　を示すものであるまいかε考へる。m」：の外に照撤鵬防・黒化して屠るものや誠ほ精｛鋤・

　　　！明かに邊化的傾向を示して屠るもの等も多撒蹴禦された。殊にこの如きものは日107の卵に多

　　　　くあつたo　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　猫この項に於て・成熱分裂が完趣されない卵b或は卵咳及び梅艘が魁化崩壌した卵の内に2

　　　精咳の接合や、旗は精骸の蒋懸分裂等の現象も掘察された粥な1琳雷して趾く（佐藤19鵡11“i㌫

　　　＆．9．d，10．11，　a．12．　b．）o

　　　　　　　　　　縣　卵該、極艦及び精該の高濃に勤する感聲慶（抵抗力）

　　　　1項に於て述ぺた様に，成熟分i裂が抑1曜遅滞された卵内の精核は、多くは染色質塊状であった

　　　がbその内には胞状にして・桂つ顯漕なる鑑縣を蒋し・殆ん暫退化的傾向をもボして屠らないも

　　　のもありb又j［項に記したec　1こ卵嫉が崩壌しナ↓卵の内の多くのものは、！h氣に満ちた完金な胞

　　　舩の精核を有しN又其の精嫉が染色質塊Sなつて屠ても、卵核よりは蓬かに内部に巡行し、且

・　　っ崩壌して屠なし｝。叉餅項に記した様にN卵骸が繊鰹放出部の方へ逆行し此ものに於’C’es　，こ

　　　の卵内の精核の火部分は胞状であつて、異鍵は総められず、又V環に示した櫻に卵核及び極髄

　　　が完全に崩壊して全く其の形が存しない様になつたものでは、精核は染色盟塊駅をなし、且つ

　　　典の墨綜状物は短小粗造であるが、しかしその醸形は確實に認められる◎是によつて之を見る

　　　S高盗に封する卵核（極難）S精核（卵内の）trの感受度には相當の差異がある。帥ち卵骸は卵丙

　　　に入った精核より遙かに惑受性が張い、換欝すれば卵内に瀧入した糟核の抵抗力は癒かに卵核

　　　より強い。叉卵内に蟻入つた精核の抵抗力は晦期によつて相異がある様である、師ち成熟分i裂’

　　　抑躍卵の精核には染色質塊状になつたもの多くして胞状核少く、卵核崩壌卵、．或は卵骸が逆行

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　したものには染色質塊状核少くして胞｝伏核多く、更に逸んで卵核が卵内に遽入する様になつた

　　　卵内の精核は、殆んさ全部胞タ伏核（IV項）である。これは卵燗髄（卵費）の惑受性の差異にも關係

　　　するかも知れないが、著者健精換の越抗力の時朋的相異が其の三E原圃をなすものである事を薫

　　　張しナこい。

　　　　猶高温に封する抵抗力の時期的相異は糖核よりも卵陵の方が趨かに著しく、且っ叉個膿的差

　　　異も大きい。

　　　　　　　　　　　　1・’　W．不受精卵壇加の原因　　’

　　　　慰卵を産鵬後或る時期に高澱に遼はせる時は著しく不受精卵を∫曾細タる事は維駿上、或は魔

御

鹸上に於て汎く知られで贋る鵬柄である。しかし是は結果から見た事であつて、如何なる理田

によるのであるか・其の根本間題に就ては未だ明かでない様である。著奮は藪に實駿の結果か

らこの解説を試み横S思ふ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　著溜の用ひ塵材料は藤出後20～80分を経巡した卵を高温に1時間接鰯したのである。之を

卵陵の叢育がら見るS、第1成熟分裂を漸ぐ終へたものから第2成懸分裂1を終へて、卵嫉が内

部に進行中迄のものが高醍に接鯛せしめられたのである。こあ際に於ける卵咳、極騰及び精核

の行動》或は蓮命は色々であるカ㌔この巾特に不受精卵をξ1三ずる原圃εなるものを摘嵐して見

るSi次の姐くである。即ち卵核に關しては、（1）成熱分裂の抑腿邊滞、（2）卵嫉の退化崩

　　　　　　　　　　　　　　　　　if

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘「s　　　　　撃1
●　　　　　　　　　　　　　　　　　，帥
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　　　　　　　　　　　　場
壊b（3）卵該の逆行、（4）卵核の叢行の抑鳳或は」奪の行動の換胤等の異常的現搬がその虫

なるものである。精核にh｛Xlして1劃精核は卵核に1！ヒペるε高澱に鋤して抵抗プJが弧いから卵の

場合の襟な著しい炭化は超らないが、其の灘行の抑ll霧懸滞、或は其の石動の蝿猷、父は莫の漫

化等の現象が惹起されゐ。

．卵咳の成熟分裂が抑腰1聾滞される陪、叉は卵核が涯イ1二崩壊される揚合、或は卵核が逆行して

梅膿ε一緒になった轍な揚合には卵内のlll彗骸に異常がなくεもbこれ書合一・する卵核を持たな

いから、薙に眞の憲味の不受精卵が益三ずる。又卵核が卵内に存在するものでも、卵核及び精咳

の雌得が抑腿遅滞されたものεか、或は其の行動が蝿疏さ才τたものでは憂精の機愈をダミはれる

から、藏に叉翼α）不受精卵が出來る。」又この揚合に於て若しも愛精の機称を得てもb卵駿や精

核は高滑の欝に虚翻化されてゐるから（特に卵核が）、其の合一核は分1慰力を失ひta或は分袈し

ても翻球は分散力弱い爾にb捌球楓互が融合し、或は不規剛な分裂をなして、卵附の途中で

（胚盤を作るに到らないで）退化死滅ずるものも峯い。勘∫ちこの揚合にはi表製灼不提精卵（受精

は起っ’y‘　ix・　6が卵は不着色）を撫ずる粥になる（fig．15．）。斑に獲生の瀧んだものになるNS大小

不鋤罰騨卵刎鵬㈹こ卵α脚腿襯購醐し，難不1鋤のza：N？iti・E’．をイ1・り誠蝋液

膜を形戚し、ttつ之に色素を沈澱してから死滅するものも多くある。後者は愛精タヒ卵ミして取

O扱はれて贋るが、には｝需醗のために卵咳及び糖懐が厳弱化されナこ窮が其の瞭因である。

，要するに卵が薩慮後の或る口寺期に臨淵に捷ふ特に不受精卵が増加する廉圃は，卵陪の成熟分

i裂の撫躍邊滞、卵核及びll奪骸（特に卵核）の退化崩壌、其0）盧弱化、或は其の行動の蝿凱（廣義）

である。而して特に高温に野して惑愛性強き卵核の受ける塊鍵が其の・購姻をなすのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　要　　　　　　　1

　　　　（1）或る畦期に舘卵を高湘に接働するε、ポリプロィ眉固膿、蹴性脳1燃、或は雄核褒育

　　　個艘を生じ、叉不受精卵及び死卵を激噌する畢はよく知られて勝る事柄である。　　　　th　　、

　　　　（2）　この際に於ける卵懐、欄髄及び精核の状態を細胞學的に研究した。而して本丈に於て
　　　ノ　　　は特にその中の不受精卵及び死卵を生ずる原園に關する墨項に就て記する。

　　　　（3）　不受精卵及び死卵を聡加する原因εしては訳の事が羅げられる。（a）卵核に關して

　　　は、1，卵骸成熟分裂の抑鷹遽滞。2．卵骸の厳弱化及び其の退化鯛壊。3．卵核の蓮行。4，卵核瀧

　　　行の抑駆懸滞。5．卵核の行動の蝿鳳等。（b）精季亥に關しては興0蝿墜荷の抑磨邊滞、其の行動

　　　の蝿齪及び其の退化等が圭なるものである。

　　　、（4）卵核は精核ポりも高源に鮒する惑受性は著し．〈　Sffiい、節ち輝抗力は鶉い。

　　　　（5）　卵駿の成熟分裂の抑座懸滞b卵核の退化崩襲、渠は卵核の逆鴛等はぶ受精卵をξ1三ずる

　　　最大原因である。

　　　　（6）卵核及び精核の瀧行が抑墜懸滞され、或は其の行動が擁齪されるこざも亦受精を央敗
、　せしめる原邸なるから、こ描旗の不麟卵繍加轟源邸泌。
　　　　（7）受精が行はれても卵核及び精核（特に卵核）は虚弱化されて居るから）卵割の牟で死滅

　　　するものず多い。騨ち表型的の不受精卵（1不着色卵）が生ずる。

　　　　（8）受精後漿液膜を生じて着色しても卵核及び精核（特に卵核）が麗弱化して腸るからNそ　・

　　　の後途中で死するもめも多い。邸ち所謂る受精死卵を増力flする。

　　　　（9）不受精卵及び死卵を生ずる原因は精核よりも卵核による事が大きい、如何ε拳れば卵

　　　核は高濃に欝して感受性が強いから。　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　（10）　ボリプロイド核v或は卵核、うζは精核が畿育しても途中で死滅する事が多いであらう

　　　から、之も亦不著色死卵、又は着色死卵を生ぜしめる一原因S、なる。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　附　画　説　明

．1）ig．　1　「卵表に慮卿こ横はる内外紡錐、260。×p　、

飛昏2u．b　・aは染色質塊版の第1無膿、　bは第2卵坦’網胞嫉ゆ中期、曇1寿に1600×。

llマig，3a．　b　　｛Lは卵表に並行なる第1極濃のr’1，T期、1目ま染色質塊股の｛lt”i　？，卵樽細胞核、廻こ16ω0×。

：田g．4．　　　第2成熟分裂後期、外方の染色騰群は｛翁2穐磯、内方の染「色督1襲群はハプロイド卵核、

　　　　　　　1600×o

潤鋳5a．b　　：Lは分裂せざる胞朕の節1極微、　bは鱗2卵母細胞核、典に1600×。

1臨品・b・caは2箇以．ヒの糊朧脇bは・・フ昌財ド騨麟の測ヒ鵬ミ・・臨獺にして卵門と誰総物

　　　　　　　で漣絡す。：Lとhは1600X、　cは500×。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　ttt

購7紳・臨1櫨をの鰍頒・h　e；k　．sプ呵ド　i骸曜化臓誼鳳6°°×・
照奮，8a：　b　　，1は胞欺極麗3箇、1）は：i瓶鈴駿に総れたもので其の絡ホレ目”c　；1：1．i膜裟ご麿する趣髄、

　　　　　　共1と2600×。　　　　　　　　　　　　　　　’

一，ig．9　　　　　　　fi包5［尺和危1浮織5傅『、　2600×o．

Eig」o　　第f極髄の分裂融丞磯放離除逆行し嫌211陶湘胞核召600×。

Fi露．11a，　b．　c　aは分裂せざる胞釈の第1撤膿、』h紋撫樋方幻［1｝lllに蓮行した胞班kの第2卵・彫卿1砲核、　Cは

　　　　　　精核の1で精孔と綜瓶物で蓮絡して贋る屯のb，1とbは1第00×、（｝は850×o

］Si窪．12a．h　　畠は3箇の極｛鍛にして2箇は染色質塊歌で、1箇は胞欺、　bはハプ覧・1イド卵嬉、｛匙は260」

　　　　　　　×、　，b｛訟1200×o

Fi露．13a。　b，　eましは分裂せざる策1趣盤、】）は禦2樋髄、ρはハプロイドPl収、　tVと1，は％OQ×、¢は850　X　o

ffigl　14　a・　b　財1云染色働鼠舩の精穣4衝・bは精孔と懸題物で連繕し」鞭｝る精核・堀蛮600×・

　　　　　　bは4〔｝OXo　　　　　　　　　　　　　　“　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
聴15　先端に購四起りて汐蝋したる卵。．　．　　　』　　一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（於．ヒ田鑑縣龍聯門雛佼）
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